
 

4 河口干潟等の形成機構の検討 

4.1 矢作川河口周辺の干潟等形成機構 

(1) 現在の矢作川河口周辺の干潟は矢作古川河口前面に位置し、この干潟は 1605 年以前の矢

作古川を本川とし、網目状に広がる旧河道から洪水時に供給された土砂によって形成さ

れたものと推測される。すなわち、現在の干潟の維持形成には矢作川からの供給土砂は

あまり影響していない可能性がある。 

(2) 昭和 20年代(1945年頃)～平成 15年(2003年頃)までに 100haの干潟が自然的要因により消

失している。これは、昭和 20 年代の干潟面積 620haの約 2 割に相当する。この要因とし

て、矢作古川からの供給土砂の減少及び波浪による侵食が考えられるが、詳細なメカニ

ズムは不明である。 

(3) 一方、矢作川河口部では河川流出土砂により約 50 年間で浅場域が 1km程度沖合いに前進

していることが分かった。つまり、矢作川ではかなりの土砂が供給され、河口部に堆積

していると考えられる。しかし、河口部の地形特性(海底勾配が急斜面)から供給土砂の沖

への流出も考えられる。 

(4) また、矢作川では砂利採取のため河床が低下し、河川供給土砂量（礫・中砂・粗砂）は

昭和 40 年代の 200 千m3／年から現在は 40 千m3／年に減少したと推定され、昭和 50 年代

(1970 年)以降 25 年間の総減少土量は 4,000 千m3である。減少土量で 2)の干潟消失面積を

説明するには平均 4.0mの侵食が生じていることになるが、矢作古川前面の干潟断面地形

にそのような侵食は認められない。先に述べたように矢作川からの供給土砂が干潟形成

に大きな影響を与えていないことが考えられる。 

(5) 現在、矢作川の河道内(3kmより下流)で粗粒土砂が堆積する傾向にある。このことから、

河道内の土砂堆積、河口前面の土砂堆積及び干潟形成の関係を解明することが必要であ

る。 

(6) 干潟・浅場の質(粒度組成)の変遷は現地データの不足により詳細な検討を行うことがで

きなかった。ただし、昔は出水後に干潟が蘇ったが、今は昔に比べて細粒土砂(泥質)の流

出が多くなり、干潟が駄目になってしまうとの地元の証言もあることから現地データに

基づいた今後の検討が必要と考えられる。 

※詳細な検討内容は参考資料３を参照 
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江戸時代(1605 年以前)            昭和 20 年代(1945 年頃)             昭和 50 年代(1980 年頃)             平成 15 年代(2003 年頃) 

  

矢作川は 1605 年に開削 

矢作古川 

旧河道 

1600 年以降の干拓 

干潟 490ha
浅場 1420ha
埋立 420ha

矢作川 干潟 460ha
浅場 1300ha
埋立 630ha

干潟 620ha
浅場 1760ha
埋立 -

矢作川 矢作川

200 千 m3/年（礫・粗砂・中砂） 40 千 m3/年（粗砂・中砂） 

堆積 

少ない？

堆積 

砂分減少 

少ない？ 

少ない？ 

矢作古川 矢作古川 
矢作古川 
減少 

減少 
減少 

干潟面積変化：-40ha(埋立)、-90ha(自然) 干潟面積変化：-20ha(埋立)、-10ha(自然) 

図 4.1.1 矢作川河口周辺の土砂動態(案) 

 

河川横断構造物        

砂利採取        

河床低下        

河川流量        

出水発生頻度        

干潟浅場造成        

  

(1600 年) 

S20 

(1945 年) 

S30 

(1955 年) 

S40 

(1965 年) 

S50 

(1975 年) 

S60 

(1985 年) 

H7 

(1995 年) 

H17 

(2005 年) 

図 4.1.2 干潟浅場形成維持に関わる現象の整理(矢作川河口周辺、時系列) 

浅場面積変化：-350ha(埋立)、+10ha(自然) 
埋立面積変化：420ha 

1980
矢作ダム 
1970 19621605 

浅場面積変化：-130ha(埋立)、+10ha(自然) 
埋立面積変化：210ha 

矢作古川からの
供給土砂で形成 

1951 
矢作川開削 

流量 500m3/s 以上の出水発生頻度が 2.3 回／年から 1.6 回／年に減少(60.5 千 m3／年の減少量) 

180ha(1800 千 m2) 

河床は安定 河床低下 850 千 m3/年(0～41km 平均) 

年間総流出量は変化していない(100,000 千 m3／年～200,000 千 m3／年) 

明治頭首工 羽布ダム 黒田ダム
H01(1989 年)中止 
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4.2 豊川河口周辺の干潟等形成機構 

(1) 干潟浅場は主に埋立や浚渫によって消失しており、矢作川河口部周辺で見られたような

自然的要因による変化は殆んど認められなかった。 

(2) 海域への河川供給土砂量は豊川放水路の竣工(昭和 40 年、1965 年)前後で大きく変化して

いない(20 千m3／年)。現在の矢作川の供給土砂量が 40 千m3／年であることを考えると、豊

川は矢作川に比べて土砂供給のポテンシャルが低いと言える。 

(3) しかし、豊川からの供給土砂で干潟浅場が形成されていることはほぼ間違いないと考え

られるが、現在の知見では供給土砂量と干潟浅場地形変化の関係を定量的に評価すること

は困難である。 

(4) 三河湾の広域的な底質調査結果によると、渥美湾奥ではシルト粘土の泥質分が多いが、

干潟・浅場の質(粒度組成)の変遷は現地データの不足により詳細な検討を行うことができな

かった。 

※詳細な検討内容は参考資料３を参照 
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昭和 30 年代(1955 年頃)              昭和 50 年代(1980 年頃)             平成 15 年代(2003 年頃) 

    

干潟浅場 1980ha
埋立 －

干潟浅場 1730ha
埋立 240ha

干潟浅場 1380ha
埋立 510ha

図 4.2.1 豊川河口周辺の土砂動態(案) 

 

 

河川横断構造物       

砂利採取       

河床低下       

河川流量       

出水発生頻度       

干潟浅場造成       

 S20 

(1945 年) 

S30 

(1955 年) 

S40 

(1965 年) 

S50 

(1975 年) 

S60 

(1985 年) 

H7 

(1995 年) 

H17 

(2005 年) 

図 4.2.2 干潟浅場形成維持に関わる現象の整理(豊川河口周辺、時系列) 

20 千 m3/年 
豊川 

豊川放水路 

豊川本川 

20 千 m3/年 

大規模(採取実績不明) 総採取量 2423 千 m3(S41 年～H11) 

河床低下は見られない(むしろ上昇傾向) 

大野頭首工 黒田ダム 
1980

豊川放水路 

196519611958

宇連ダム 大島ダム 
2001

寒狭川頭首工 
1997

干潟浅場面積変化：-240ha(埋立)、-20ha(自然) 
埋立地面積変化 ：240ha 

豊川放水路 

豊川本川 

少ない？ 少ない？ 

浚渫 

20 千 m3/年 

干潟浅場面積変化：-270ha(埋立)、+60ha(自然) 
         -140ha(浚渫) 
埋立地面積変化 ：270ha 

年間総流出量は変化していない(60,000 千 m3／年～130,000 千 m3／年) 

20ha(200千m2)
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